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6．むすびにかえて
　小論では，汎用電子情報交換環境整備プログラムにおける行政用文字の基礎調査について述べ
てきた。最後に，繰り返しになるが，文字の対応を考える場合，これまでのように「字：体」のレ
ベルで行うことが，やはり理想的であろう。デザインの違いのような「字形」の微差に差異を認
め，「別な文字」として扱うことは，運用上においても，処理上においても，多くの問題を引き
起こ．す要函となるであろう。しかし，一方で，行政処理の実務では，人名・地名・法入名などの
固有名を扱うため，「字形」の微差のようなものであっても，それが文字の弁別に機能し続け，
コンピュータによる電算化の時代になってなお維持されていることは，紛れもない事実である。
微差によって「別な文字」とされるものが増え続けるとしても，常用漢字表など現今の漢字政策
108
が固有名を対象外としていることや，文字の形を捉えるための学術的理論の深化が近年あまり進
んでいないことなどを鑑みると，「字体」のレベルだけに限定して文字の対応を組み，本プmグ
ラムにおいて漢字整理や漢字制限に類することを行うのは極めて困難である。今後，本プログラ
ムによって得られた知見や成果をもとに，各方面で更なる検討や議論が行われることを期待する
ものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
！　本プログラムで検討を行った七時統一文字は，「住民基本台帳ネットワークシステム統一文字
　確定版（2002年5月8日版）」に基づく。
2　総務省より提供のあった住戸統一文字の使用頻度表による。個人情報に関わるため，人名の使
　爾例まで知ることはできないが，圃有名の使用文字の実態を記述した国内唯一の頻度表であ
　　る。
3　本プログラムで検討を行った戸籍統一一文字は，「平成16年4月1日付け法務省民一第928号（改
　正平成！6年12月6日付け法務省民一第3464号）民事周長通達」に基づく。
4　本プログラムで検討を行った登記統一文字は，平成19年8月現在の「暫定版」に基づく：。平
　成20年度からの次期登記システム登載に向け、法務省において最終調整を行うため，小論で
　示す登記統一文字の字数等の情報には，今後若干の変動が起こりうる。
5　登記統一文字の漢字は，65ρ00字程度と見込まれる。
6　JISXO2！3：2004規格票「6．6．3漢字の字体の包摂規準」参照。
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